
令和４年１２月定例会
2023年 (令和５年) 1月 20日発行

No.123

　令和４年 11 月 20 日、豊崎地区と柏崎地区の２地

区において、「議会ふれあいミーティング」を開催し、

地域の方々と議員の間で活発な意見交換がなされまし

た。（関連記事：８ページ）

　令和４年 12 月定例会を 12 月６日から 12

月 20 日までの 15 日間の会期で開き、令和

４年度一般会計補正予算など、議案 23 件を

可決しました。

令和４年度八戸市一般会計

補正予算などを可決

○議案審議結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ２

○12月補正予算、一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ３～７

○議会ふれあいミーティング開催報告‥‥‥‥‥‥Ｐ８

主な内 容

議会ふれあいミーティング開催！

豊崎地区で

柏崎地区で



■全議案とも全会一致で可決されました。

市

長

提

出

議

案

予
算

令和４年度補正予算

八戸市一般会計（議案第102号、124号）/八戸市自動車運送事業会計/八戸市立市民病院事業

会計/八戸市下水道事業会計/八戸市国民健康保険特別会計/地方卸売市場八戸市魚市場特別

会計/八戸市都市計画土地区画整理事業特別会計/八戸市学校給食特別会計/八戸市中央卸売

市場特別会計/八戸市霊園特別会計/八戸市介護保険特別会計/八戸市国民健康保険南郷診療

所特別会計/八戸市後期高齢者医療特別会計

条
例

一部改正

八戸市職員の定年等に関する条例等/八戸市職員の給与に関する条例/八戸市職員の給与に関

する条例等/八戸市職員退職手当支給条例/八戸市立学校設置条例/八戸市手数料条例

契
約

一部変更契約

新井田公園テニスコート増設等工事（その２）請負契約

そ
の
他

指定ごみ袋の買入れについて/市道路線の廃止及び認定について

議

員

提

出

議

案

意
見
書

旧統一教会（世界平和統一家庭連合）による高額献金要求等の被害防止及び被害者救済措置

の適切な対応を求める意見書

議 案 審 議 結 果 ・ 賛 否 一 覧 表

自由民主・
市民クラブ

山之内　　　悠 間　　　盛　仁 久　保　百　恵

岡　田　　　英 日　當　正　男 高　山　元　延

工　藤　悠　平 藤　川　優　里 小屋敷　　　孝

森　園　秀　一 壬　生　八十博 豊　田　美　好

松　橋　　　知 立　花　敬　之 坂　本　美　洋

き　ず　な
ク　ラ　ブ

吉　田　洸　龍 髙　橋　貴　之 田名部　裕　美

三　浦　博　司 寺　地　則　行 冷　水　　　保

五　戸　定　博

新　緑　・
無所属の会

伊　藤　圓　子 山　名　文　世 吉　田　淳　一

公　明　党 高　橋　正　人 中　村　益　則 夏　坂　　　修

日本共産党
議　員　団

久　保　しょう 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無　所　属 上　条　幸　哉

会 派 別 所 属 議 員 お 知 ら せ

○�本会議の会議録は、市庁本館１階「市政

情報コーナー」、市庁本館３階議会事務

局、南郷事務所、八戸市立図書館で閲覧

できます。また、八戸市議会ホームペー

ジの会議録検索システムでもご覧いた

　�だけます。なお、今定例会の会議録の公

開は、次期定例会開催時期となります。

○�次期定例会は２月下旬に開催する予定で

す。会期日程や一般質問日程（各議員

の質問の要旨）は、詳細が決まり次第、

　ホームページに掲載します。

令和４年 12 月定例会号　はちのへ市議会だより��2



一

般

質

問

イ＊
２

ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
凍
結
・
中
止

を
国
へ
求
め
る
考
え
は

【
問
い
】

地
域
経
済
を
さ
ら
に
後
退
さ

せ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
凍
結
・
中
止
を

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

【
答
え
】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
正
確
な
適
用
税
率
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
一
方
で
、
一
部
事
業
者
に
と

っ
て
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
中
、
国
で
は
、
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
激
変
緩
和
措
置
や
、
少
額
の
取
引
が

多
い
中
小
事
業
者
な
ど
に
対
す
る
事
務
負

担
の
軽
減
措
置
を
検
討
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
趣

旨
や
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
軽
減
措
置
の

検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
や
む
を
得
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
、
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
事
業
者
な
ど
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
福
祉
灯
油
の
実
施
に
つ
い
て

Ｓ＊
１

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
当
市
の
取
り
組
み
は

【
問
い
】

当
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

【
答
え
】

第
７
次
八
戸
市
総
合
計
画
に

お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ

ー
マ
と
し
た
市
民
大
学
講
座
の
開
催
や
広

報
紙
で
の
関
連
記
事
の
連
載
、
学
校
や
職

場
で
の
出
前
講
座
を
実
施
し
、
広
く
市
民

に
対
す
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な

ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。

今
後
は
、
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
来
年
度
か
ら
各
課
が
作
成
す
る
チ
ラ

シ
な
ど
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
を
掲
載
す

る
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
持
続
可

能
な
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
市
発
注
の
印
刷
物
製
造
請
負
に
お
け
る

過
度
な
価
格
競
争
に
つ
い
て　
　

な
ど

　今定例会では、国の「物価高克服・

経済再生実現のための総合経済対策」

を踏まえ、保育・介護などの福祉事業

者をはじめ、農業者、漁業者、貨物自

動車運送事業者などを重点的に支援す

るために必要な予算を計上するととも

に、新たに、妊婦などに対する伴走型

相談支援と経済的支援を一体的に実施

するために必要な予算を計上したほか、

年度内に見込まれる乳幼児・小児など

への新型コロナウイルスワクチン接種

費用や新大橋整備事業費などを追加計

上しました。

　可決された補正予算案の主なものに

関しては、右のとおりとなります。

令和４年度八戸市一般会計12月補正予算
一般会計補正予算額‥　24 億 8,900 万７千円

（補正後の予算総額　1,038 億 7,224 万３千円）

○福祉事業者等物価高騰対策支援事業費‥････ １億 1,270 万円

・‥保育や介護などの福祉事業者に対し、食材費や光熱水費、燃料

費の価格高騰分を支援

○新型コロナウイルスワクチン接種事業費‥･･ ２億 1,804 万円

　・‥乳幼児（０歳６か月～４歳）への１～３回目接種、小児（５歳

～ 11 歳）への３回目接種など

○出産・子育て応援交付金事業費‥･･････････ １億 5,600 万円

　・‥伴走型相談支援

　　‥八戸市子育て世代包括支援センターによる妊娠期および出産後

の面談などの実施

　・経済的支援

　　令和４年４月以降に出産された方を対象に「はちまむ応援金」

　　（妊娠届出時５万円、出生届出後５万円、合計 10 万円）の支給

○新大橋整備事業費‥･･････････････････････ ４億 1,000 万円
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＊１��SDGs…2015 年９月国連で採択された持続可能な開発目標。誰一人取り残さないという理念のもと、世界の貧困をなくす、持続可能な世
界を実現することを目指した 2030 年を達成期限とする 17 のゴール、169 のターゲットおよびその進展を評価するための指針を持つ包
括的な目標。

＊２��インボイス制度…適格請求書等保存方式。令和元年 10 月 1 日から、消費税が標準税率 10％と軽減税率 8％の複数税率になったことを契
機として実施されることになった制度であり、適格請求書（インボイス）とは、事業者同士の取引における「売手」が「買手」に対して交
付する、正確な適用税率や消費税額等を伝えるための請求書、納品書、領収書やレシートなどを指す。現行の請求書である区分記載請求書
の記載項目に加え、インボイスでは「登録番号」、「適用税率」、「税率ごとに区分した消費税額等」の記載が必要となる。

【
問
い
】

当
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

【
問
い
】

地
域
経
済
を
さ
ら
に
後
退
さ

せ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
凍
結
・
中
止
を

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

岡

田　
　
　

英

日
本
共
産
党
議
員
団

田

端

文

明

主なもの



障
が
い
児
通
所
施
設
の
現
状
と
課
題
は

【
問
い
】

早
＊
３

期
療
育
を
行
う
同
施
設
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

同
施
設
の
う
ち
、
早
期
療
育

を
必
要
と
す
る
未
就
学
児
が
通
う
児
童
発

達
支
援
事
業
所
は
、
本
年
４
月
１
日
現
在

で
市
内
に
14
カ
所
あ
る
が
、
就
学
児
が
療

育
の
た
め
に
通
う
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
数
に
比
べ
て
、
必
ず
し
も
多

い
状
況
に
は
な
く
、
一
部
の
事
業
所
で
は
、

既
に
定
員
に
達
し
て
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
事
業
所
数

が
少
な
い
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

当
市
で
は
、
第
６
期
八
戸
市
障
害
福
祉

計
画
に
お
い
て
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所

の
追
加
の
検
討
を
含
む
障
が
い
児
支
援
体

制
の
整
備
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
は
、
同
施
設
と
連
携
し
て
既
存
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
事

業
者
の
参
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

第
85
回
全＊

４

国
都
市
問
題
会
議
の
経
済
効

果
は

【
問
い
】

同
会
議
開
催
に
よ
り
見
込
ま

れ
る
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

同
会
議
は
、

令
和
５
年

10
月

12
日
、
13
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
八
戸

市
公
会
堂
お
よ
び
公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
を
約

１
８
０
０
人
、
う
ち
宿
泊
者
を
約
１
４
０

０
人
と
見
込
ん
で
お
り
、
中
心
市
街
地
を

は
じ
め
市
内
各
所
で
の
宿
泊
や
飲
食
、
交

通
、
物
販
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

経
済
効
果
が
及
ぶ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
済
効
果
を
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
当
市
で
の
同
会
議
開
催
に
よ
る
経
済

効
果
は
約
１
億
円
と
見
込
ま
れ
、
地
元
経

済
の
活
性
化
に
も
大
い
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

◆
八
戸
市
体
育
館
の
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
を
活
用
し

た
相
談
支
援
の
考
え
方
は

【
問
い
】

相
談
支
援
の
現
状
と
、
交
付

金
を
活
用
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
30
年
に
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
妊

産
婦
へ
の
相
談
支
援
や
新
生
児
世
帯
へ
の

全
戸
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
妊
娠
期
か
ら

出
産
・
子
育
て
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
の
相

談
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
経
済
的

支
援
を
一
体
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、
出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
を
創
設
し

て
お
り
、
市
で
は
、
こ
の
交
付
金
事
業
を

活
用
し
て
、
さ
ら
に
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て　
　
　
　
　

な
ど

い
わ
と
く
パ
ル
コ
再
開
発
へ
の
対
応
は

【
問
い
】

同
開
発
計
画
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
、
ま
た
、
今
後
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
中
心
市
街
地
再
開
発
計

画
が
あ
っ
た
際
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

報
道
さ
れ
た
地
元
建
設
事
業

者
の
「
オ
ー
ル
八
戸
で
事
業
を
進
め
た
い
」

と
の
言
葉
は
、
地
元
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

再
開
発
を
進
め
た
い
と
の
思
い
と
受
け
止

め
て
お
り
、
深
く
共
感
す
る
。
ま
ず
は
、

事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
再
開
発
を
目
指
す

の
か
、
適
切
な
時
期
に
話
を
伺
い
、
次
期

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
方
向
性

と
も
擦
り
合
わ
せ
、
市
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

官
民
が
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

基
本
姿
勢
と
し
、
今
後
、
民
間
企
業
が
再

開
発
の
事
業
化
を
考
え
る
際
に
参
考
と
な

る
一
定
の
基
準
作
り
が
で
き
る
か
他
都
市

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
を
設
け
る
考

え
は

【
問
い
】

労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件

の
向
上
の
た
め
、
公
契
約
条
例
に
賃
金
規

定
を
設
け
、
地
域
経
済
の
進
展
に
寄
与
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

公
契
約
条
例
施
行
以
降
、
ま

ず
は
事
業
者
へ
の
制
度
に
対
す
る
理
解
が

不
可
欠
と
考
え
、
制
度
の
運
用
お
よ
び
効

果
に
関
す
る
事
業
者
説
明
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
事
業
者
お
よ
び
労
働
者
へ
の
条
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【
問
い
】

同
開
発
計
画
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
、
ま
た
、
今
後
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
中
心
市
街
地
再
開
発
計

画
が
あ
っ
た
際
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件

の
向
上
の
た
め
、
公
契
約
条
例
に
賃
金
規

定
を
設
け
、
地
域
経
済
の
進
展
に
寄
与
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

相
談
支
援
の
現
状
と
、
交
付

金
を
活
用
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

同
会
議
開
催
に
よ
り
見
込
ま

【
問
い
】

早
＊
３

期
療
育
を
行
う
同
施
設
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

れ
る
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

き
ず
な
ク
ラ
ブ

吉

田

洸

龍

き
ず
な
ク
ラ
ブ

髙
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貴

之

公
明
党
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坂　
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き
ず
な
ク
ラ
ブ

五

戸
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博
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例
周
知
に
努
め
て
お
り
、
当
面
は
重
点
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

賃
金
条
項
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
制
度

の
趣
旨
が
十
分
に
理
解
さ
れ
た
後
、
第
三

者
機
関
を
設
置
し
、
有
識
者
・
労
使
関
係

団
体
の
代
表
者
な
ど
と
の
効
果
や
課
題
に

関
す
る
意
見
交
換
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
公
立
小
中
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

な
ど

中
学
校
へ
産
婦
人
科
校
医
の
配
置
を

【
問
い
】

中
学
校
に
産
婦
人
科
校
医
を

配
置
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

当
市
で
は
、
い＊

５
の
ち
を
育
む

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
に
お
い
て
、
性

に
関
す
る
諸
問
題
を
反
映
し
た
内
容
を
取

り
扱
っ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
は
未
成
年

者
が
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
報
道
が
後

を
絶
た
ず
、
性
感
染
症
の
増
加
な
ど
、
性

に
関
す
る
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、

中
学
生
に
対
す
る
性
に
関
す
る
指
導
は
、

重
要
度
を
増
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

産
婦
人
科
医
に
よ
る
専
門
的
な
性
に
関

す
る
指
導
は
、
生
徒
が
性
に
関
わ
る
諸
問

題
に
対
し
て
適
切
に
判
断
し
、
対
処
で
き

る
能
力
の
育
成
に
資
す
る
と
と
も
に
、
教

員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
産
婦
人
科
医
を
学
校

医
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

新
た
に
指
定
さ
れ
た
避
難
所
の
対
応
は

【
問
い
】

大
津
波
警
報
発
表
時
に
初
動

で
開
設
す
る
指
定
避
難
所
に
新
た
に
追
加

さ
れ
た
施
設
の
資
材
・
備
蓄
品
の
設
置
と

地
区
住
民
へ
の
周
知
の
状
況
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

備
蓄
品
は
、
不
足
し
て
い
る

避
難
所
が
あ
っ
た
た
め
、
速
や
か
に
配
備

備
蓄
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
区
住
民
へ
の
周
知
は
、
改
定
後
の
津

波
避
難
計
画
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
、
冊
子
版
を
自
主

・

防
災
組
織
な
ど
に
配
布
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
改
定
後
の
地
区
別
の
津
波
避
難

計
画
図
を
、
本
年
度
中
に
浸
水
想
定
区
域

内
の
各
世
帯
や
事
業
所
に
配
布
す
る
ほ
か
、

来
年
度
以
降
、
津
波
避
難
誘
導
標
識
を
新

設
す
る
な
ど
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
へ
の
対

応
と
デ
ジ
タ
ル
推
進
事
業
の
取
組
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
無
償
化
を

【
問
い
】

多
子
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
を

対
象
に
給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合
の
市

の
負
担
は
、
年
間
約
８
５
０
０
万
円
と
試

算
し
て
い
る
。

当
市
に
お
け
る
現
行
の
無
償
化
の
取
り

組
み
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
経
済

的
困
窮
世
帯
が
対
象
の
就
学
援
助
制
度
と

し
て
行
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
、
全

児
童
生
徒
の
約
17
％
に
当
た
る
約
３
０
０

０
人
の
給
食
費
と
し
て
、
約
１
億
４
９
０

０
万
円
を
市
で
負
担
し
て
い
る
。

第
３
子
以
降
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
就
学
援
助
制
度
に
よ
る
無
償
化
を

行
い
つ
つ
、
他
都
市
の
事
例
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ

い
て

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
・
乳
房
補
正
具
購
入

費
助
成
の
必
要
性
は

【
問
い
】

治
療
に
よ
る
外
見
変
化
に
悩

む
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
た
め
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
購
入
費
助
成
制

度
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
導
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

抗
が
ん
剤
治
療
の
副
作
用
や

手
術
に
よ
る
外
見
変
化
は
、
患
者
の
精
神

的
苦
痛
や
社
会
参
加
の
支
障
と
な
っ
て
お

り
、
市
が
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
「
小

児
・
Ａ

＊
６

Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や

見
た
目
に
関
す
る
費
用
の
助
成
制
度
の
整

備
を
求
め
る
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
負
担
軽
減

と
就
学
・
就
労
や
社
会
参
加
の
支
援
の
た

め
に
も
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正

具
の
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
市
民
連
携
に
つ
い
て
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【
問
い
】

中
学
校
に
産
婦
人
科
校
医
を

配
置
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

＊
５

【
問
い
】

大
津
波
警
報
発
表
時
に
初
動

で
開
設
す
る
指
定
避
難
所
に
新
た
に
追
加

さ
れ
た
施
設
の
資
材
・
備
蓄
品
の
設
置
と

地
区
住
民
へ
の
周
知
の
状
況
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

治
療
に
よ
る
外
見
変
化
に
悩

む
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
た
め
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
購
入
費
助
成
制

度
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
導
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

多
子
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。
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新
井
田
地
区
へ
の
歴
史
伝
承
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
を

【
問
い
】

新
井
田
地
区
の
歴
史
を
紹
介

す
る
歴
史
伝
承
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

新
井
田
地
区
で
は
、
地
区
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
「
新
田
城
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
歴
史
を
活
用
し
た
地
域
振
興

を
図
る
な
ど
、
郷
土
へ
の
興
味
・
関
心
が

非
常
に
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
地
元
の

要
望
を
受
け
実
施
し
た
新
田
城
の
発
掘
調

査
に
よ
り
、
当
時
の
様
子
の
一
部
が
解
明

さ
れ
、
地
区
の
歴
史
を
改
め
て
見
直
す
契

機
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

新
井
田
地
区
へ
の
歴
史
伝
承
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
は
、
地
区
住
民
の
郷
土
愛
の
醸
成

に
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

区
住
民
や
来
訪
者
が
気
軽
に
歴
史
を
学
習

で
き
る
よ
う
、
設
置
場
所
や
展
示
内
容
な

ど
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て　
　

な
ど

八
戸
市
魚
菜
小
売
市
場
の
観
光
促
進
を

【
問
い
】

八
戸
市
魚
菜
小
売
市
場
に
つ

い
て
、
所
管
を
現
在
の
水
産
事
務
所
か
ら

観
光
課
に
移
し
、
観
光
面
を
前
面
に
し
た

運
営
に
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

八
戸
市
魚
菜
小
売
市
場
は
、

「
市
民
の
台
所
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

て
お
り
、
近
年
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
観
光
施
設
と
し
て
の

役
割
も
高
ま
っ
て
い
る
。

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
12

月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
間
も

な
い
こ
と
か
ら
、
当
面
、
水
産
事
務
所
で

担
当
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
面
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

八
戸
市
魚
菜
商
業
協
同
組
合
、
み
ち
の
く

み
な
と
未
来
株
式
会
社
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は

ち
の
へ
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て　
　
　
　

な
ど

養
殖
事
業
の
実
施
場
所
の
展
望
は

【
問
い
】

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
実
施

場
所
は
、
海
上
・
陸
上
ど
ち
ら
に
す
る
の

か
、
市
長
の
展
望
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

一
般
的
に
海
面
養
殖
で
は
区

画
漁
業
権
や
波
浪
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

陸
上
養
殖
で
は
初
期
投
資
額
や
良
質
な
水

の
確
保
な
ど
の
課
題
が
生
じ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

現
在
、
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
つ
く

り
育
て
る
漁
業
の
専
門
部
会
設
置
に
向
け

て
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
魚
種
や
場

所
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
う
予
定
と
し
て

い
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
海
上
・
陸

上
ど
ち
ら
か
の
養
殖
に
限
定
す
る
こ
と
な

く
幅
広
く
議
論
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
将

来
的
に
は
、
養
殖
漁
業
が
当
市
水
産
業
の

再
興
の
足
掛
か
り
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
、

今
後
も
調
査
・
研
究
を
続
け
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
八
戸
漁
港
の
漁
獲
に
つ
い
て

町
内
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

【
問
い
】

町
内
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

町
内
会
活
動
へ
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
導
入
事
例
は
、
電
子
回
覧
板
や
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
が
あ

り
、
事
務
的
負
担
の
軽
減
や
若
い
世
代
の

参
加
促
進
、
迅
速
な
情
報
伝
達
な
ど
の
効

果
が
あ
る
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
の
必
要
性
や
導
入
・
維
持
管
理
の

費
用
負
担
な
ど
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
。

市
と
し
て
は
、
町
内
会
に
加
入
し
や
す

い
環
境
の
整
備
が
、
加
入
率
の
低
下
や
担

い
手
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
化
は
解
決
策
の
一
つ
と
捉
え
、
町

内
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
てな

ど
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【
問
い
】

八
戸
市
魚
菜
小
売
市
場
に
つ

い
て
、
所
管
を
現
在
の
水
産
事
務
所
か
ら

【
問
い
】

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
実
施

場
所
は
、
海
上
・
陸
上
ど
ち
ら
に
す
る
の

か
、
市
長
の
展
望
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

町
内
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

新
井
田
地
区
の
歴
史
を
紹
介

す
る
歴
史
伝
承
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

観
光
課
に
移
し
、
観
光
面
を
前
面
に
し
た

運
営
に
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

リニューアルオープンした魚菜小売市場

無
所
属

上

条

幸

哉

日
本
共
産
党
議
員
団

久

保

し
ょ
う

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

高

山

元

延

公
明
党

高

橋

正

人



ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
を

【
問
い
】

全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を
社
会
全

体
で
支
え
る
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
支
援

の
実
効
性
を
も
た
ら
す
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

市
で
は
、
ヤ＊

７
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
庁
内
関
係

部
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
の
下
、
早

期
に
発
見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
存
在
を

社
会
に
認
識
さ
せ
、
市
民
全
体
、
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
と
い
う
意
識
の
醸
成
を

図
る
上
で
大
変
有
効
で
あ
り
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
、
支
援
の
強
化
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
他
都
市
の
状
況
や
国

・
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
市
長
と
の
公
民
館
サ
ロ
ン
に
つ
い
てな

ど

スマホ・タブレットで読める！「はちのへ市議会だより」

無料アプリ「マチイロ」を利用して、スマートフォンなどで

「はちのへ市議会だより」を閲覧することができます。

ぜひ、ご利用ください。

○アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の負担となります。

○最新号が発行されると、プッシュ通知によるお知らせが届きます。

○アプリからは、「広報はちのへ」も閲覧することができます。
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農＊
８

福
連
携
の
推
進
は

【
問
い
】

農
業
振
興
策
と
し
て
農
福
連

携
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

農
福
連
携
は
、
障
が
い
者
な

ど
の
就
労
や
生
き
が
い
の
場
の
提
供
と
と

も
に
、
農
業
分
野
に
と
っ
て
も
、
新
た
な

働
き
手
の
確
保
に
繋
が
る
大
変
意
義
の
あ

る
取
り
組
み
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

市
で
は
、
現
在
更
新
作
業
中
の
第
12
次

八
戸
市
農
業
計
画
に
お
い
て
、
農
福
連
携

に
関
す
る
内
容
を
新
た
に
追
加
し
、
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー
を
農
福

連
携
の
窓
口
と
し
て
明
確
化
し
、
そ
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

な
ど

産
休
・
育
休
代
替
教
員
の
先
行
配
置
を

【
問
い
】

産
前
休
暇
・
育
児
休
業
に
入

る
教
員
の
代
替
教
員
の
不
足
の
現
状
と
、

代
替
教
員
を
年
度
当
初
の
４
月
か
ら
先
行

配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の
国
の
事
務

連
絡
に
関
す
る
対
応
を
伺
い
た
い
。

【
答

え
】

本

年

度

は
、

11
校

11
名

が

産

前
休
暇
を
取
得
し
、
う
ち
６
校
６
名
の
代

替
教
員
が
未
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

国
は
、
11
月
に
、
代
替
教
員
を
年
度
当

初
に
前
倒
し
で
配
置
す
る
場
合
、
少
人
数

指
導
な
ど
の
加
配
分
を
柔
軟
に
活
用
で
き

る
措
置
を
来
年
度
か
ら
実
施
予
定
と
の
事

務
連
絡
を
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
へ

発
出
し
た
。
こ
の
措
置
に
つ
い
て
、
学
校

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
、
今
回
の
措
置
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、
小
中
学
校
教
員
の
欠
員
解
消
に
向
け

て
積
極
的
に
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
市
営
住
宅
の
空
室
解
消
に
つ
い
て

な
ど
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＊７��ヤングケアラー…年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負って、本来、大人が担うような家族の介護や世話をすること

で、自らの育ちや教育に影響を及ぼしている 18 歳未満の子。

＊８��農福連携…障がい者などが農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取り組み。

【
問
い
】

農
業
振
興
策
と
し
て
農
福
連

携
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を
社
会
全

体
で
支
え
る
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
支
援

の
実
効
性
を
も
た
ら
す
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

＊
７

【
問
い
】

産
前
休
暇
・
育
児
休
業
に
入

る
教
員
の
代
替
教
員
の
不
足
の
現
状
と
、

代
替
教
員
を
年
度
当
初
の
４
月
か
ら
先
行

配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の
国
の
事
務

連
絡
に
関
す
る
対
応
を
伺
い
た
い
。

新
緑
・
無
所
属
の
会

伊

藤

圓

子

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

森

園

秀

一

日
本
共
産
党
議
員
団

苫
米
地

あ
つ
子



「議会ふれあいミーティング」を開催しました！

豊崎地区（会場：瑞豊館 多目的ホール）

柏崎地区（会場：青森県立八戸盲・聾学校 体育館）

　八戸市議会では、従来の「議会報告会」のやり方を見直し、市内各地域へ議員が出向き、地域の皆さまと

意見交換させていただく「議会ふれあいミーティング」を、令和３年度から開催しています。

　本年度は、去る 11 月 20 日に豊崎地区と柏崎地区の２地区で開催し、議会の役割や日頃の活動をお知らせ

するとともに、それぞれの地域が抱える課題などについて、参加された皆さまと議員が一緒にグループワー

ク形式で意見交換を行いました。

○参加者数

　４７人（町内会の関係者や中学生など）

○意見交換テーマ

　「とよさきの未来と防災について」

○意見交換概要

　意見交換では、地域の未来に関して、「調整区域の

見直し」、「バスの運行本数増加、コミュニティバス

の運行」、「空き家のリノベーション」などが必要と

の意見が出されました。また、地域の防災に関して、

「まち全体の自主防災組織の結成」、「要援護者の避

難計画策定」などが必要との意見が出されました。こ

のほかにも、テーマに関するさまざまな意見が出さ

れ、参加者全員で共有しました。

○参加者数

　５２人（町内会・学校の関係者や中学生・高校生など）

○意見交換テーマ

　「‥八戸盲学校・聾学校と地域の人々との心触れ合う

持続可能な交流について考えよう」

○意見交換概要

　柏崎地区は、会場である盲・聾学校の施設見学と概要

説明を受けた上で意見交換を行いました。意見交換

では、地域に所在する同学校と地域の人々が心触れ合

う交流をしていくための方策について話し合いが行わ

れ、「地域の行事に参加する」、「給食を一緒に食べ

る」、「手話・点字教室を開催する」など、さまざま

なアイディアが出されました。

参

加

議

員

間　　　盛　仁 吉　田　洸　龍 髙　橋　貴　之

久　保　しょう 久　保　百　恵 岡　田　　　英

高　山　元　延 田　端　文　明 夏　坂　　　修

工　藤　悠　平 藤　川　優　里 寺　地　則　行

伊　藤　圓　子 立　花　敬　之 五　戸　定　博

吉　田　淳　一 　　‥　　　（議席順・全16人）

参

加

議

員

山之内　　　悠 高　橋　正　人 中　村　益　則

田名部　裕　美 日　當　正　男 三　浦　博　司

上　条　幸　哉 苫米地　あつ子 小屋敷　　　孝

森　園　秀　一 壬　生　八十博 豊　田　美　好

松　橋　　　知 冷　水　　　保 山　名　文　世

坂　本　美　洋 　　　‥　　　（議席順・全16人）
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